
　斯界のフロントランナーを著者陣に迎え，「マイクロス

コープ下の補綴処置」に特化した本邦初の別冊．88本

という多数の動画とともに，「ミラーテクニック派」「直視

派」双方の手法を紹介しており，読者は自分に合ったス

タイルを採用できる．また，精密な補綴処置におけるマイ

クロスコープの有用性をどのように患者説明しているか

の具体例も掲載．マイクロスコープユーザーのみならず，

ワンランク上の診療をめざす歯科医師必読の1冊．
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3章　　　マイクロスコープ下での支台歯形成
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手順３　隣接面の形成

　原則に従って，術者の左側から右側へ向かうよう

に，つまりこの場合は頬側から舌側に向って形成を

進める．ミラーは術野から離れたところに位置させ

たいが，開口量が少ない場合はハンドピース近くに

なることもある．その場合，冷却水の飛沫がミラー

に掛かりやすいのでアシスタントがモニターを見な

がら的確にミラー面にエアーを吹き付けるようにす

る，前述のイーロミラー（ペントロン ジャパン）など

の反射面にエアーが噴射されるミラーを使うことも

有効である（図 9～11）．

図 9　 フィンガーレストは 3 2 の唇側面
に置いている．

図10　術者は12時のポジション．

図11　 倍率は 6～10倍くらいで，隣在歯を誤切削しないようにする．ハンドピー
スの握りを変えないことでテーパーを確保できる．
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手順４　咬合面の形成
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　前述の上顎大臼歯と同様に，ディスク型のダイヤ

モンドバーで咬合面の形成をする（図12）．

　線角を丸めるのも，バーの傾きを変えるだけで行

うことができる．とくに，隣接面の線角を丸める際

には隣在歯を誤切削しないように気をつける（図13）．

図12　G-21S（メリーダイヤ）を用いて咬合面を削合している．

図13　隣接面の線角を丸める際に，隣在歯を傷つけないように注意する．
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